
令和４年度平塚市母子保健事業推進連絡会会議次第 

 

日 時  令和４年１０月２７日（木） 

午後１時３０分から午後３時まで 

                   会 場  平塚市保健センター２階健康学習室 

     

１ 開会  

 

 

２ 議題   

（１） 令和３年度母子保健事業実施報告及び母子保健計画進捗状況について  

        資料１－１～５                       

（２） 令和４年度新規事業について 

ア 産婦健診                               資料２ 

イ 屈折検査                                 資料３ 

ウ オンライン育児相談                            資料４ 

エ 産後うつ予防アプリ                            資料５ 

オ 産後ケア(ショートステイ・デイサービス)事業                資料６ 

（３） その他 

 

 

３ 閉会 

 

 







資料1-2

こんにちは赤ちゃん訪問(Ｒ3年度集計結果）

対象者 訪問数 訪問率
H２４年度 1777 1696 95.4%
H２５年度 1719 1610 93.7%
H２６年度 1641 1531 93.3%
H２７年度 1642 1570 95.6%
H２８年度 1610 1504 93.4%
H２９年度 1595 1506 94.4%
H３０年度 1659 1594 96.1%
Ｒ元年度 1458 1389 95.3%
R２年度 1415 1349 95.3%
R３年度 1325 1176 88.8%

未訪問者数

拒否 不在 転出 調整中
市外滞在・長
期里帰り

H２６年度 96 27 22 29 2 16
H２７年度 98 42 20 22 1 13
H２８年度 58 15 13 16 0 14
H２９年度 100 23 24 20 2 31
H３０年度 63 14 17 16 0 16
Ｒ元年度 69 7 13 20 13 16
R２年度 67 7 6 22 3 29
R３年度 149 23 18 19 72 17

拒否の理由（複数回答可） H２８年度 H２９年度 H３０年度 Ｒ元年度 R２年度 R３年度
2 7 0 0 3 2
1 1 2 1 0 1
2 0 0 1 0 1
1 0 0 0 0 0
1 1 0 0 0 0
0 6 3 2 0 5
0 0 1 0 0 1
0 0 0 0 0 2
0 0 3 2 3 5

3 2 0 2
1 0 1 0
1 1 0 0

義父母との関係性が悪いため（同居） 2
1
1

こんにちは訪問未訪問者のその後の把握状況(R３年）

130 117 13 0 0

仕事のため
のんびりしたい
保育園入園

受診済
把握

手術前のため
国外へ転出予定のため

未把握

未受診

追跡者(未
訪問者のう
ち転出者を
除いた人
数)

４か月児健診受診状況
4か月児
健診前に
転出

育児相談利用
忙しい

保健センターの関わり拒否
４か月児健診が近い
家に入れたくない

理由

二人目以降なので不要
必要性を感じない

体調不良
母助産師

















令和３年平塚市新生児聴覚検査の実施状況 

 

 平塚市では、聴覚障害を早期に発見し、早期支援につなげ、子どもの健全な成長・発育を

促すため、新生児聴覚検査に必要な費用の一部を助成する「平塚市新生児聴覚検査事業」を

令和２年 7 月 1 日から開始しました。 

 

（１） 助成目的 

先天性の聴覚障害の発生頻度は 1,000 人に 1～2 人程度と言われており、平塚市

では年間 2～3 人生まれる可能性があります。そのため早期に検査を行い、適切な治

療と援助を受けることは赤ちゃんの言語の発達と情緒的心理的発達のために重要で

す。 

 

（２） 補助の対象となる検査  

生後 3 カ月以内に受けた AABR（自動聴性脳幹反応）または OAE（耳音響反射）

による新生児聴覚検査 

※１人の赤ちゃんにつき 1 回のみ 

 

（３） 対象者 

令和 2 年 7 月 1 日以降に出生した赤ちゃんで、次のどちらかに当てはまる方 

・検査当日に平塚市に住民票がある方が出産した赤ちゃん 

・検査当日に平塚市に住民票がある生後 3 カ月以内の赤ちゃん 

 

（４） 検査費用の補助額 

AABR 検査：3,000 円 

OAE 検査 ：1,500 円 

 

（５） 補助券の交付 

子育て世代包括支援センター「ネウボラルームはぐくみ」で、母子健康手帳の交

付時に「新生児聴覚検査費用補助券」を交付。 

 

（６） 補助券が利用できる医療機関 

県内の市町村(横浜市、川崎市、横須賀市を除く)にある産科医療機関。ただし、

出産した医療機関で検査を実施していない場合は、検査を受けられる医療機関を健

康課で紹介します。里帰り等で補助券を使用できない医療機関で出産した場合は、

生後 1 年以内に必要書類を提出し申請することで検査費用を補助します(償還払い)。   

  

（７） 市内産科機関の設置機械 4 院とも AABR 

 

 

資料 1－５ 



（８）聴覚検査実施結果                  

令和３年４月１日生まれ～令和４年３月 31 日生まれ 

対象者数 実施数 未受検数 不明数 

１４７６ １３９８ ６２ １６ 

 

実施詳細結果 

 パス リファー リファー者再検査結果・最終結果 

 

ＡＡＢＲ 

 

１２８４ 

 

２４ 

パス １３ 

リファー １０  ＊異常なし ３ 

    ＊難聴   ６（うち両側３） 

    ＊不明   １（再検査予定） 

不明  １ （初回検査後転出） 

ＯＡＥ ６４ １ パス     １ 

リファー   ０ 

不明 ２５ ０ リファー   ０ 

計 １３７３ ２５ 

 

パス １４ 

リファー １０ 

              


